
開催にあたって：鈴木和男  板橋キャンパス危機管理委員会委員長 
                 帝京大学・アジア国際感染症制御研究所所長 
１．宇野賀津子（ルイ・パストゥール医学研究センター・基礎研究部室長） 
    低線量放射線の影響～福島から何を学ぶ～ 
２．及川友好（南相馬市立総合病院 副院長）  
    福島第一原発事故と南相馬市立病院の対応 
３．森田知宏（医療法人社団茶畑会 相馬中央病院 医師） 
    相馬・南相馬市における現在の医療問題 

2016年1月14日（木）15:30 ～ 18:00 大学棟 104 講義室 

大学院生：医学研究科、薬学研究科、医療技術学研究科、公衆衛生学研究科 
     学生：医学部、薬学部、医療技術学部         教職員、病院職員 

併催：第12回国際ADC研Symposium 

主催：板橋キャンパス危機管理委員会 

【対象】 

福島原発事故後の 
危機管理と病院の対応 


